
 

 

 

 

中間テスト、実力テストが終わりました。中間テスト期間直前に修学旅行があったり、

終わってすぐに実力テストがあったり、なかなか時間の確保が難しかったかもしれません。

しかし、それは事前にわかっていたことでもあります。時間がない中でも、うまく進めて

いく。このコツをつかむことが大切です。 

「時間がない。部活があるから勉強する時間がない。塾

があるから時間がない。習い事があるから時間がない。」

普段家庭学習をあまりしない人ほど、時間の無さを言い訳

にします。厳しい言い方をすると、そんな人はどれだけ時

間がタップリあっても、絶対に勉強なんかしません。きっ

と、勉強できない新しい理由をどこからか見つけてくるこ

とでしょう。もし自分に本当に時間が無く、自分が望む時

間だけ勉強ができないのなら、与えられた少ない時間でやらなければならない勉強をこな

す工夫が必要なのです。 

社会に出てなんらかの仕事をするとき、いつも全ての条件が満たされているわけではあ

りません。逆に条件が満たされない場合が、大変多いです。例えばとても一晩でできそう

もない仕事を「やってこい」と言われる。少ない予算で「仕事を進めろ」と言われる。せ

まい作業場で「大きなモノを作れ」と言われる。条件が満たされないと「できない」人は

そこで終わりです。しかし、「工夫」や「努力」をする人は違います。条件が満たされな

くても、やり遂げるのです。「時間がなくてもやってやる」そんな気持ちを持ってもらい

たい。それこそが、やり遂げる人になるための第一歩です！ 

 

今年度の高校生活入門講座の日程が発表されました。（裏面に北部の学校のみ掲載）、

三重県教育委員会のホームページから見ることもできます。今月中旬には希望を聞き、

申込用紙を用意します。この通信で学校ごとの案内をしていくので、自分の興味がある

学校については早めに予定を確認しておいてください。 

 

三重県では学習の意欲がありながら、経済的な理由で高等学校での修学が困難な生徒に対し、

無利子で奨学金を貸与しています。四日市市も同様の奨学金貸与を行っています。どちらも、奨

学金は返還が必要です。 

「令和 5 年度三重県高等学校修学奨学金」については、別紙を配付します。「令和 5 年度四日市奨

学金制度 ～給付・貸与併用タイプ～」については全員には配布しません。希望がある場合は担

任まで伝えてください。四日市市の制度については、締め切りが 6 月 23 日なので、来週中にはお

声がけください。（収入の証明など、様々な書類が必要になります。） 
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